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１．はじめに

　企業を対象とした調査によると、大学において文系・理系を問わず統計に関する基礎的な力の

習得が社会から求められている（橋口他，2007）。しかしながら日本におけるこれまでの統計教

育は国際的に比べ、充分な内容とは言い難いことが、関連の学会、研究者によって指摘されてい

た（深澤他，2007）。

　これらのことに対して、2008 年、2009 年に公表された新学習指導要領では小学校１年生から

高等学校までの算数・数学科において統計に関する内容が含まれることとなり、2012 年４月か

ら高等学校においても全面実施が予定されている（文部科学省，2012）。

　このことに対して著者をはじめ多くの関連研究者や教育者が様々な立場や方法で今後の統計教

育の理念や具体的な教授法、教材開発を行っており、それらの情報発信、情報共有が重要である。

　本レポートでは、これらのことを踏まえ、大学基礎教育における統計教育への今後の展開を考

え、現在進めている研究成果を述べる。

２．ＩＴＣを用いた統計基礎教育のための教材

　情報機器環境の発展により、より安価でより高機能な PC が入手しやすくなった。このような

状況下、従来の統計の授業で見られた『手計算で統計情報を求める』教育は有用とは言い難く、

これらの ICT 環境を用いて『 PC 等で得られる統計情報を読み取り活用する』教育が肝要である。

今回の学習指導要領においても ICT の活用について書かれており、この点を踏まえてもこのよ

うな教育環境の構築は重要である。
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　一方で文系学部における基礎科目の講義では、百人以上の受講生の場合もあり、PC 教室での

これらの講義は一部の大学を除き容易とは言い難い。このような状況下、このような問題を解決

すべき、携帯端末を用いた統計分析ツール（Mobile Chart Editor with Google Chart Tools，以下

MCE）を鹿児島純心短期大学の研究者と共同で開発した（竹内他，2011；図１）。MCE は

Google が提供している Google Chart API を用いて PC やタブレット PC、また携帯電話で同様の

インターフェースで簡易統計分析が可能である（図２）。

　MCE の使用環境は Google Chart API を利用しているため、API の仕様に依存するが以下の環境

で現在開発している。

◦　呼び出し回数は制限なし

◦　画像サイズは MCE プログラム内で自動的に調整（幅と高さは最大 1,000 ピクセル、幅×

高さは最大 300,000 ピクセルまで）

◦　URL 長は MCE で必要な部分を整形（ブラウザで制約あり。2,000 文字程度は可能。これ

らはデータの上限に影響）

◦　携帯キャリアは３G 以降で対応（一般的なコードでの開発）

　MCE の基本システムは利用者が MCE システムにアクセスし、データやオプションを入力し 

（図３）、その情報をもとに MCE サーバが Google のサーバに情報を提供し、Google のサーバが

図３　ＭＣＥの入力画面

図１　ＭＣＥのウェブサイト

図４　ＭＣＥの出力画面

図２　	ＰＣ、タブレットＰＣ、携帯電話による 

ＭＣＥの画面
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要求に合わせたグラフを MCE サーバに返し、そのグラフを含め、分析（計算）結果を整形し、

その情報を利用者に渡す流れである（図４）。

　MCE はインターフェースとグラフ作成部分を別に構築しているため、分析目的に合わせてイ

ンターフェースを構築することができ開発者の負担軽減を行っている。また利用者も身近な端末

で MCE を利用することで労力を軽減しながら必要な統計情報を得ることができる。

　MCE で利用できるグラフは一般的な統計グラフである棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ、

帯グラフ、ヒストグラム、箱ひげ図、散布図（2012 年１月現在）である。以上のグラフにより

新学習指導要領で高校卒業までに必履修で学ぶ統計グラフを網羅している。

　MCE は現在開発途中であるが、一般公開しており（MCE 開発チーム、2012 参照）利用できる。

３．統計グラフ教育の展開

　初等中等教育で統計グラフは上述した棒グラフ等を履修するが、その多くは描き方やその読み

方であり、誤読に関しての注意は現行の教科書ではあまり触れていないことが多い。このことに

対して、体系的な授業の必要性を提言している研究発表も関連学会では行われている（青山，

2011；小口他，2011）。実社会においてもグラフの誤読に関するビジネス書も近年出版され、社

会人としても誤読しやすいグラフの特徴は知っていることが望ましい知識といえよう（竹内他，

2008；Nicholas、2008；牧野武文，2005）。

　このことを受け大学における体系的な統計グラフ教育を構築するために、大学生における統計

グラフに対する意識について調査を行った（名和・竹内，2011）。本調査の実施状況の詳細につ

いては名和（2010）を参照されたい。以下では調査データを分析し、同じデータであっても回答

傾向に差が見られたグラフについて紹介する。

（1）平均値との増減による棒グラフ

　図５Ａと図５Ｂはそれぞれ４店舗の売上データ（仮想データ）をそのまま実数データで表現し

た棒グラフと平均値との差で表した棒グラフである。平均からの差をとることにより正負のイ

メージが強くなったことが分かった。

図５Ａ　実測値の棒グラフ 図５Ｂ　平均値との差をとった棒グラフ

Ａ店 Ｂ店 Ｃ店 Ｄ店
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（２）２Ｄと３Ｄのグラフ

　図６Ａと図６Ｂはそれぞれ支持政党のデータ（仮想データ）をそれぞれ２Ｄ円グラフと３Ｄ円

グラフで表現したグラフである。円グラフに限らず３Ｄグラフは強い印象を与え、メディア等で

利用されることもあり、本調査でも差が見られた。ただし３Ｄグラフは誤読のグラフになること

もあることから注意が必要である。また棒グラフにおいてもこの傾向が見られた。

　上記以外にも折れ線グラフや背景の色を変えたグラフなど調査に用いたが、回答パターンにあ

まり差が見られなかった。

　今回の調査から少なからず同じデータでも表現の仕方によって印象が異なるグラフがあること

が分かった。特に誤読の可能性があるグラフについては講義内で紹介し、より適切にグラフを読

み取る能力の育成が必要である。

４．今後の課題

　今回紹介した ICT を活用した教材や統計グラフ教育はそれぞれ実際の講義での適用を踏まえ、

事例研究を行う予定である。一方で竹内他（2011）でも指摘しているように「統計情報を求める」

ではなく、「問題を解決するために統計情報の活用能力を育成」することを検討している。これ

らの具体的な提案については今後の課題とする。

図６Ａ　２Ｄの円グラフ 図６Ｂ　３Ｄの円グラフ
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